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1,緒言

学校体育の目標は,生涯体育・スポーツの実践者を育

成するために,生涯にわたって継続的に運動に親しむ態

度を養うことを重要視している
｀
。この日標を実現する

ために、多くの小学校では「自ら進んで運動する児童の

育成Jを 体育授業の目標にあげている.しかし, どのよ

うに指導すれば自ら進んで運動する児童の育成が可能な

のかが明らかではなく,多 くの教師が戸惑っている。一

般的には,児市の自己決定感を高めるために,教師の指

導性を可能な限り控えるという方法が採られることが多

い。しかし,教 llJの指導1■ を控え,児童の自己決定にゆ

だねるにしても、意見がいえる児童は,運動技能の高い

一部の児童に限定されてしまい,運動技能の低い児童

は,その決定に従うという行動をとることになってしまう。

体育授業はi三動能力の低い児童や,運動嫌いの児童が

,王動に参加する最後のチャンスである可能性が高い.体

育授業ではこの運動能力の低い,運動嫌いの児童にも自
らi笙んで運動に参加できる児童になれるような I夫が必

要である。

自ら進んで運動に参加するためには,運動に対する内

発的動機づけを高めることが必要である。Deci引
|は ,内

発的動機づけを「有能さと自己決定」から解釈している.

すなわち、人間は「有能さと自己決定」を感力|し たいと

いう欲求に動機づけられて行動するものであり,それを

内発的に動機づけられた行動であると主張している.有

能さに関して Harter」 は,「有能さの認矢日とは,子 ど

もが有能になることを期待するなかで, 自主的に卓越を

試みたり,効果的に行動しようとする内発的IIJ機づけと

深い関係があり, また1内 発的動機づけの媒介を行って

いる。子どもが内発的にIIJ機づけられれば動機づけられ

るほど,子 どもの有能感は大きくなると思われる.」 と述

べている。すなわち,内発的に動機づけるには有能さを

認知し, さらに1有能になることを求めて動機づけられ

ることが必要であると考えられる。それゆえ,体育授業
では,全ての児童が有能感を形成できるような工夫を行

うことが必要であろう.こ のような工夫の有効性を検証

するためには運動有能感を1員1定する尺度が必要である.

存能感の測定尺度に関しては,Harter ・` によって有

能感尺度 (Perceived Competencc Scale br Children)

が作成されており, この日本語版が桜井・
よによって作成

されている。北ら
い,岡沢 呵"は ,そ の日本語版の 4つ

の下位尺度の 1つである「身体の有能感尺度」を用いて

測定を行ってきた。しかし,体育授業においてはこの身

体的有能感だけを運動の有能感として捉えることには,

問題があると思われる。すなわち,身体的有能感はある

運動ができるという自己認力|であり,運動有能感を身体

的有能感の意味のみで捉えた場合は,運動能力や技能の

低い生徒を運Jl」 に内発的に動機づける方法を検討するこ

とはFI・l難であると考えられるからである。そこで,岡沢

ら
Ⅲ卜は小学校の五,六年生,中学生,高校生,大学生を

対象に,i工動有能感を総合的に捉えるために,Harter哺 1

Harter alld Pike r,桜 リト
呵́
,イリl藤
1,蓑
田
r,の
有能

感尺度,西 |口 中
|の
学習意欲検査1高 FHら 叫・ の態度評価

の項目を基に体育授業における運動の有能感の構造を明

らかにし,小学校高学年から大学生まで使用可能な「運

動の有能感測定尺度」を作成している.こ の運動有能感

測定尺度を用いて,運動有能感を高める工夫を取 り入れ

た授業実践が数多く行われており、そのエブこθ)有効性が

1先証されている。これ応の実践をi三 して,岡沢ら・・ に

よって作成された運動有能感測定尺度の有効性が確かめ

られている。しかし,こ の運動有能感尺度は小学校低学

年には使用lは イく可能である。運動有能感を高める取 り組

みを行っている現場教師から,小学校低学年用の運動有

* 現伯: 奈良教育大学大学院在学
*来 現狗: 枠1本小学校
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能感測定尺度の必要性が指摘されるようになってきた。

岡沢ら
嗜口は「身体的有能さの認知Jと 「統制感」に

関しては小学生が中学生・高校生 ,大学生よりも有意に

高い傾向を示し,「受容感」は小学生 。中学生が高校生・

大学生よりも有意に高い傾向を示すことが明らかにして

おり,発達段階が高くなるに従って,運動有能感が低下

する傾向があることを明らかにしている.ま た,「身体

的有能さの認知Jと 「統制感」が,各段階で男子の方が

女子よりも有意に高い値を示し,「受容感」に関しては,

小学生から高校生までで、女子が男子よりも有意に高い

値を示すことを明らかにしている.こ の発達による低下

傾向や性差は体育授業に多大な影響をもたらすことが予

測され,小学校の低学年においてどのような差異が見ら

れるかどうかを検討しておく必要があると思われる。

そこで,本研究では小学校低学年 (一 ,二年生用)の

運動有能感測定尺度の作成を試みるとともに,発 i圭 ,性

差にも検討を加えることとした.

2.方 法

2.1.対   象 :小学生 (一、二年生のみ)586名 を

調査の対象とした。

2.2.調査内容 :岡沢ら llに よって作成された運動有

能感尺度12項 目を小学校一,二年生にも理解できるよう

に修正した12項 Hか らなる調査りll紙を月1いた (付表 1).

なお,得点については,5段階で解答を求め,「そうおも

う・…5点」「すこしおもう…・4点」「どちらでもない… 3

点J「あまりおもわない… 2点 J「ぜんぜんおもわない…

1点」とした.

2.3.統計処理 :全てのデータ処理は,奈良教育大学
情報処理センターの SPSSプ ログラムパッケージをHIい

て行った.

3.結果と考察

3.1.運動有能感の構造について

表 1 運動有能感の因子分析

岡 澤 祥 訓|・ 木 谷 博 記・木 谷 真佐美

岡沢ら
帆Fの研究では運動有能感は「身体的有能さの

認知」,「統制感」,「受容感」の3因子で構成されている。

そこで,本研究においても,因子数を 31ヨ子で規定した

主成分分析・バリマックス回転法による因子分析を試み

た。その結果 2つ の因子に0.4以上の負荷のかかった項

目がみられたために,各国子とも負荷量の高いものから

3項 目を選び計 9項 目に対して同様の因予分析を行っ

た.結果は表 1に示されているように,3因子 (各国子 3

項日)に分類された。

第一因子は「 2.ほ とんどのうんどう (たいいく)は ,

じょうずにできます。」「10。 うんどう (たいいく)がと

くいなほうです。」「 1.う んどう (た いいく)がよくで

きるとおもいます.」の 3項 目で構成されており,自 己の

運動能力,運動技能に対する肯定的認知に関する項目で

構成されている.こ れらの項目は全て岡沢ら
岨|の「身

体的有能さの認知」に含まれているものであった。そこ

で,第一因子を,「身体的有能さの認知」と命名した。

第二因子は「12。 できないうんどう (たいいく)でも

あきらめないでれんじゅうすれば,で きるようになると

おもいます.」 「ll.す こしむずかしいうんどう (たいい

く)で も, がんばればできるとおもいます。」「4.がん

ばれば,ほ とんどのうんどう tたいいく)は じようずに

できるとおもいます。」の 3項 目で構成されており,練習

すれば,努力すればできるようになるという項目で構成

されており,自 己の努力や練習によって運動をどの程度

コントロールできると認知しているかを示す因子であ

り,こ れらの項目は全て岡沢ら
けいの「統制感」に含ま

れるものであった。そこで第二因子を「統mll感」と命名

した.

第三因子は「6.たいいくをしているとき, ともだち

ががんばれとおうえんしてくれます.」「 5.たいいくを

しているとき,せんせいががんばれとおうえんしてくれ

ます。」「 7.たいいくのじかん,い っしよにしようとさ

そってくれるともだちがいます.」 の 3項 目で構成され

た.こ れらの項目は全て,運動場面で教師や仲間から受

け入れられているという認知に関する項目で構成されて

(小学生低学年)結果  N=586
FACTOR l FAl~TOR 2 FACTOR 3

２

．

１０

１

．

ほとんどのうんどう (たいいく)は、じようずにできます。
うんとう (たいいく)がとくいなほうです.
うんどう (た いいく)がよくできるとおもいます.

.81911

.73346

.67270

07201

.23397

.18272

12.で きないうんどう (た いいく)で も,あ きらめないてれんじゅうすれば,で きるようになるとおもいます.

11,す こしむずかしいうんどう (たいいく)で も,がんばればできるとおもいます.
4.が んばれば,ほ とんどのうんどう (たいいく)は じょうずにできるとおもいます.

.82116

.75317

.61125

14506

11052

03746

たいいくをしているとき, ともたちががんはれとおうえんしてくれます.

たいいくをしているとき,せんせいががんはれとおうえんしてくれます.
たいいくのじかん,い っしょにしようとさそってくれるともだちがいます .

24936

02579

.15201

04636

14471

17110

7525]

74212

66662

寄   与
寄 与 率 (%)
累積寄与十ヽ 1%)

19382

215
215

18004

200

415

168〔〕4

18.8

60.3
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おり.全て同沢ら 帆いの「受容感」に含まれている項目

ものであった。そこで第二因子を「受容感」と命名した。

以 上1の ように小学校低学年においても,i重動有能感は

「身体的有能さの認知」,「統制感」,「受容感」の 3因子

で構成されていることが明らかであった.

以 卜の運動有能感の 3因子に関する信頼性を検討する

ために,各因予毎にクロンバックのα係数を算出した。

第一因子の「身体的有能さの認知」がα=0.71,第 二因

子の「統制感」力]α =0.67.第 二因子の「受容感Jが α
=0.59で あり,9項 目全体ではα=0.76と 高い値であると

はいえないが,使用可能であると考えられる値が得られ

た。

3.2.運動有能感の発達傾向に関して
表 2は小学校一年生と二年生の運動有能感の得点を比

較した結果を示したものである.「身体的有能さの認知」

に関しては二年生が一年生よりも低い傾向がみられ, t

検定の結果0.1%水準で有意差がみられた.「統制感」に

おいても, 1年生が一年生よりも低い傾向がみられ, t

検定の結果 5%水準で有意差がみられた,「受容感」に関
しては二年生が一年生よりも低い傾向がみられたが, t

検定の結果有意差はみられなかった。3つの因子の合計

である「運動有能感」においても,二年生が一年生より

も低い傾向がみられ, t検定の結果 1%水準で有意差が
みられた。

表 2 小学校一年生と二年生の運動有能感の平均及び標
準偏差

以上のよう「受容感」には有意な差はみられなかった

が,運動有能感を構成する 3因子の全てが低下する傾向

を示した。岡沢ら
nぃの研究でも小学生から中学生.高校

生,大学生と発達段階が高くなるに従って,「運動有能

感」を構成する 3因 子の全てが低下することが報告され

ており,小学校の一年生から二年生という発達段階にお
いても低下することが明らかであった.

以上のように,運動有能感の各国子が発達によって低

下する傾向が認められた。この低下傾向は発達段階が進

むに従って,自 己の運動能力やおかれている状況をより

客観的に捉えることができるようになるという認知能力

の向上の影響を受けていると思われる。しかし,運動有

能感が低下してもよいというわけではなく,客観的に自

分の運動能力や運動技能が把握できるようになっても,

より高いi菫動有能感を持ち続ける児童の育成の方法を求

めなければならないと考えられる。

3.3.性差に関して
表 3は一年生における男女別の運動有能感各因子の結

果を示したものである。表 3に示されているように,一

年生の段階では「身体的有能さの認矢Π」,「統制感」,「受

容感」の全てにおいて有意な性差はみられなかった。

(ネ
p<0.05,Ⅲ p<001**ネp<0001)

しか し,表 4に 示 されているように二年生においては

「受容感」において0,1%水準で,「運動有能感 (合計 )」

において 5%水準で有意に女子の得点が高い傾向がみら
れたが,「身体的有能さの認知」,「統制感」には有意差

はみられなかった。

表 3 小学校一年生における運動有能感の性差

男子

MEAN(S.D)
N

t値
女子

MEAN(S.D)
N

身体的有能

さの認知

1262 (2.45)

177

12.50 (2.53)

157

統 制 感 1342 12.28)

329

-0.02 13.43 (2.33)

154

受 容 感 11.34 (3.24)

177

-146 11,85 (3.04)

154

運動有能感

(合 計卜)

37.29 (6.39)

167

-065 37.76 (6.30)

148

小学 1年生
MEAN(S.D)
N

t値
小学 2年生
RIEAN(S.D)
N

身体的有能

さの認矢Π

12.57 (2.49)

334

4.64 1159 (266)

264

統 制 感 1343 (2.30)

329

1.98 13.05 (229)

264

受 容 感 1158 (3.15)

331

1.57 11.18 (2.93)

261

運動有能感
(イ)計 )

37.51 (6.34)

315

308 3592 (575)
253

(.p {0.05, --p (0.01 -..p (0.001)

表 4 小学校二年生における運動有能感の性差

男子

MEAN(S、 D)
N

t値
女子

MEAN(S.D)
N

身体的有能

さの認知

1182 (267)
137

I].34 (2.63)

127

統 制 感 12.87 (2.40)

136

-1.33 1324 (2.15)

128

受 容 感 1043 (298)
134

-4.47 11.98 (2.66)

127

運動有能感
(合計 )

35.10 (6.29)

131

-2.41 36.81 (4.98)

1220

(*p<0.05,**p<0.01***p<0.001)
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岡沢ら
‖1の
研究おいては,小学生 (高学年),中学生,高

校生,大学生σ)全ての発j主段階において,「身体的有能

さの認知」,「統制感」においては,男 子の得点が女子よ

りも有意に高く,「受容感」においては,大学 /「
~を
除いて

女子の方が有意に高い傾向を示している。小学校一年生

の段階では大きな違いはみられないが, 1年生になると

「受容感」に関して女子が高くなるという性差がみられ

るようになることが明らかであった。

4。 まとめ

本研究の目的は小学校低学年用運動有能感尺度を作成

するとともに,その発達傾向と性井について検討を加え

ることであった。被験者は小学生586名 であった。岡沢

ら・
pの
運動有能感測定項目を小学校低学年に理解できる

ように修正を加え12項 日の測定項目を作成し,最終的に

9項 目が選‖(さ れ,国子分析が行われた。

得られた主な結果は以下のようであった。

1)小学校低学年においても運動有能感は「身体的有能

さの認知」,「統制感J,「受容感Jの 3因子で構成されて

いることが明らかにされた。また,信頼性に関しても使

用可能であると半1断される値が得られた。

2)小学校の一年生から二年生に発達段階が進むことに

よって,「受容感」には有意差はみられなかったが,「身

体的有能さの認知」,「統制感Jは有意な低下がみられた.

3)性差に関しては,一年生では運動有能感を構成する

全ての国子で有意差はみられなかったが,二年生では

「受容感」において女子が男子よりも高い傾向がみられた.

岡 洋 祥 訓・本 谷 博 記・本 谷 真佐芙
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The ptirpose of this study、 vas to nlake clear structllre of physical competence of children fronl the irst grade to

the sccond grade of elemelltary school,and to exanline the developnlcntal tendency and gender ditterence. The

SubieCtS Were 586 clementary school childrell.Twelve items were chosen from the restllt of a prelilllinary

investigation about physical competence,and a factor analysis、 vas done.

The restllts were as follows:

1 )Factor analysis reveals a three¨factor solution.The first factor,perceived physical conlpetence,、 vas deined by

three itelns. Tlle second factor, feeling of control, 、vas deined by three items. The third factor, peer and teacher

acceptance,、 vas defined by three itenls.The reliability of these scales、 vere tcsted by the coetticient α ,and credible

restllts、 vere〔 )btained.

2)01l the developnlent stagei the first grade children sho、 ved a higher score tllan  the second grade children in

perceived physical conlpetence and feeling of control.

3)On the gendcr difference,it was shown that the felnaleis scores in peer and teacher acceptance、 vas higher than

the lllalels one on the first grade children,but it uras not significantly diHerent bet、 veen the males and the females in all

ilctors in the first grade children.

ICeyヽVordsi  perceived physical competence scalei elenlentary school children.gender diference


